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民
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自
治
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ル
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現
状
で
は
、
五
十
歳
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上
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会
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近

年
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年
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給
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が

引
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れ
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受

給

開

始
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齢
ま
で
就
業
す
る
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が
多

く
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て
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る
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就

業

中
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生
涯
教
育
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
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な
ど
に
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加
し
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く
い
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で
、

受
給
年
齢
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上
が
る
と
参
加

者
の
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ら
に
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で
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例

え

ば

こ

れ
ま
で
は
六
十
歳
で
定
年
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迎
え
て
フ
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ー
に
な
り
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を
始
め
た
人
は
多
か
っ
た
が
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こ
れ
か
ら
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そ
う
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い
か
な

い
。
特

に

体

力

を

要

す

る

も

の
は
年
齢
的
な
衰
え
が
あ
り
、

体
力
を
要
し
な
い
文
化
教
室

で
も
意
欲
の
減
退
や
指
導
者
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高
齢
化
は
避
け
ら
れ
な
い
。

今

後
、
さ

ら

に
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給
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が
上
が
る
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能
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が
あ
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が
、
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就
労
時
間
や
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ィ
ア
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加
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ど
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件
を
満
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せ

ば
、
年
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繰
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上
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受

給
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受

け
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も
、
受

給
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始
年
齢
か
ら
の
受
給
額
が
今

ほ
ど
減
額
さ
れ
な
い
仕
組
み

を

作

る

な

ど
、
生

涯

教

育
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
や

す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

大
切
と
思
う
。
（
瀬
）

地
の
し
お

新年を迎えて

社会福祉法人広島友愛福祉会

理事長 杉田 孝

新年明けましておめでとうございます。

亥年の年頭にあたりご挨拶申し上げます。広島友愛福祉会をご利用いただいている

皆様や本会のスタッフの皆さまにおかれましては、健やかに新たなる年をお迎えになったこととお慶び

申し上げます。

少子高齢化社会が進む現在、本年も私たちは高齢者の皆様や障がいをお持ちの皆様に対して、

より充実した介護・福祉サービスを提供し続ける所存です。来年の2020年問題と言われる少子高齢

化が原因となる社会構造の変化を目前に、当会は今一度制度・体制を整え、よりよいサービスが提

供できる体力をつけなくてはならない時期にあると認識し、その様に努めていく所存です。さらに2025

年問題と言われる、団塊の世代が75才となる超高齢化よび人口減少社会に向けて、怠りなく様々な

準備を進めなくてはなりません。

大竹市において社会福祉の中核的事業として、今後も地域のニーズに適した福祉サービスを創り

出し、一人一人を大切にする高齢者や障がい者のための地域包括サービスを提供したいと願ってい

ます。

本年も皆様にとって良き年となるように祈念いたします。



（２） ゆうあいVol.92

　ゆうあいの里

　ゆうあいホーム本館

　ゆうあいホーム新館

実習生さんこんにちは！

大竹高校 地域交流訪問

１０月３０日 大竹高校１年生のみなさんが交流の時間を持ちたいと訪問されました。ゆうあいの里にも１０名の

学生さんが来られました。最初は折り紙づくりで入居者と交流。なかなか手の込んだ折り方だったので学生さんは

ヘルプに回り、入居者ぶんも折っていました。ゲームをいくつか行って締めに風船リレー。コピー用紙を手に持って

風船を落とさないように全員が渡していきます。危なっかしい瞬間は何度かありました。学生さんたちの機転もあっ

て見事にリレー完了。交流時間は１時間弱で短く、開始時は小声で話しているように見えましたが最後は大きな笑

い声があふれていました。学生のみなさんありがとうございました。時々は遊びに来てくださいね？ （高野 千春）

秋の大運動会より

１２月３日から１８日まで、新館２階にて岩国YMCA国際医療福祉専

門学校からの介護実習生を１名受け入れました。

施設での実習ははじめてということで 最初は少し緊張されていまし

た。 実習が進むにつれて利用者さんと共に作業することを通して

楽しくコミュニケーション をとられていました。 （半田 美沙）

１１月１８日日曜日。午後からホーム本館食

堂にて運動会が行われました。毎年恒例の

玉入れとパン食い競争の２種目競技があり、

みなさん童心に帰って楽しまれました。紅組

白組に分かれて闘いました。紅組が勝利し

ました！

終了後はおやつのあんぱんとコーヒー牛乳

を召し上がられ、満足そうなお顔でした。

（竹本 晴美）

この日の昼食 ↑



ゆうあいVol.92 （３）

ふきのとう（小規模多機能・グループホーム）

ゆうあいデイサービス

秋を満喫！～ふきのとう～
11月はグループホーム入居者、小規模ご利用者の方々と秋を満喫！

まずは美しい紅葉を見に紅葉狩りドライブ。とっても鮮やかなもみじを堪能しました。

寒くなってきたので暖かいものが食べたくなり、たこ焼きﾊﾟｰﾃｨｰ。

じゅうじゅうと目の前で焼いて熱々をほおばり「おいしい～」

近所の方が隣の広場で落ち葉焚きをしているのを見て、

みんなで「今だー」とばかりにサツマイモをホイルでささっと包み、

おいしい焼き芋にしていただきました。

たき火にも当たって身も心もぽかぽかになりました。

落ち葉焚きの方、ご協力いただきありがとうございました！

（黒瀬千穂美）

1０月

仮装をして楽しまれました

11月吉日、大竹市地域包括支援セン

ター主催の「介護川柳」の当選者発表が

あり、ご利用者の方1名が入選しました。

1１月 体
調
の

不
良
も
と
ば
す

デ
イ
の
と
も

1２月

クリスマス会初日は

「バルーン・アート」で

気分は↑↑
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小島新開の家（障がい者デイサービス）

１０月
今年の福祉まつりは、小島新開のうた～にちようやってます～の２部合唱に挑

戦しました。１年かけた練習の成果がでました。 小島新開では松茸が大豊作！

（この松茸はティッシュで作りました。なので食べれませんが・・・）

１１月
錦町の山賊へ紅葉狩り。といってもこっちが狩られました（笑）。去年より一足

早く散っていたので紅葉は楽しめず・・・。美味しいお料理を楽しみました。

１２月 今年もクリスマスボウリング大会を開催しています。平日プログラムの講師の方々を招待してボウリン

グの後にバイキングを楽しみました。参加者全員でプレゼント交換。盛り上がりました！

寄附者ご氏名（平成30年9月～11月）

小林広美 森本良子 森本理恵 藤田恵美子 吉本代佑 藤本順子 池田洋介

羽賀寛 岩村真由美 抱田千恵子 杉尾秀樹 岡村和樹 村松恭輔 （有）一楽竿尾暁子

上田吉男
お心づかいをありがとうございました。


